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■ 00人による江差追分尺八連管
平成30年「江差追分全国大会日本一」サー

ト
ヽ

―

■
ト

ー

ー

江差追分の母唄「江差三下り」
アイ7古式舞踊と江差追分
江差追分全国大会歴代優勝者共演
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特別ゲスト 演歌歌子

杜このみ昼部 13:00開演 (開場12:15)

夜 部 17:00開 演 (開場 16■ 5)上演時間 :約 2時間

札 吼晃 :文 化 上 【綱 寸濠 」場 hitaru札 幌市中央区北 1条西 1丁目 札幌市民交流ブラザ

チケット ー般 :前売り2.5(Ю 円 当日3.000円 /小 中学生 :前売り1,000円 当日 1.5(Ю 円
(全席自由)  ・未就学児童の入場はご遠慮ください。  ・車椅子席のこ希望はHBCへお問い合せください。
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チケット発売日 :一般 2018年 9月 1日 (土 )

チケット販売所 (小中学生チケットは、道新プレイガイド、江差追分会で販売)

■大丸プレイガイド●011‐ 221‐ 3∞0(南 1西 3)     ■道新プレイガイド8011-241‐ 3871

■ローソンチケット8057●0“‐001(Lコード11351) ■江差追分会館  ●0139‐52‐5555
■チケットぴあ  8057●02-9999(Pコード118-722)

お問い合せ (平日930～ 17:30〕 :HBC事業部 8011‐ 232■ 373/江差追分会 80139-52-5555

主催:HBCプ[海IE威麿 /江差町/江差追分会/彙海 道新月■1社
後援 :北海道/北海道教育委員会/札幌市/札幌市教育委員会
協力 :江差追分会社樽地区運営協議会/北海道民謡連盟/公益財団法人日本民謡協会道央連合委員会

全国民語連盟北海道支部連合会/札幌地区民謡連合会/新札幌地区民謡連合会
小樽後志民謡連合会/公益社団法人北海道アイヌ協会/公益財団法人アイヌ民族文化財団
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′  「江差追分」との出会いと魅力 一 出 演 者 ―
【江差追分全国大会歴代優勝者】

東  美羽音 (少年第 16回大会)

桃 子 (少年第 18回大会)

小 春 (少年第 20回大会)

帆乃佳 (少年第 21回大会)

一 雄 (第 18回大会)

正 三 (第 23回大会)

勲  (第 25回大会)

香 澄 (第 29回大会)

真理子 (第 37回大会)

亜津子 (第

“

回大会)

絵里佳 (第 41回大会)

絵 美 (第 44回大会)

義 ■ (第 4フ 回大会)

武 志 (第 50回大会)

春 敏 (第 54回大会)

真奈美 (第 55回大会)
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2017年 9月 、知人に誘われ民語では歴史が一番古い「江差追分全国大会」
を聴きに、通南の町を訪れた。
民謡、まして江差追分をまともに聴いた事もなく「のど自慢」番組で民謡

を唄う人が鐘 3つをもらう唄としか理解していなかった私は「決選大会だか

ら唄は 11■ い人ばかりなのだろう」と思いながらも、それ程興味もなく会
':易の席に着いた。

少年の部、 子供とは思えない節回しにI々 とした唄いつぷり。「将来の美空

ひばりがここにいる。」70歳以 卜の熟年の部、高齢とは思えない伸びやかな

」!く りのある声に渋きが加わり心に響く。「これが伝統を受け継いできた声か。」
一般の部、唄のサビで大拍手が起こる。「これが潮で洗われた唄声か。」いつ

の間にか 150名の江差追分を聴き 10時‖nHが過ぎていた。
「もっと聴きたい」この感情はいったい何なのだろうかと自問した。
ステージ看板に書かれた「魂の唄、心沸き立つ」に納得した。日本人には

どこか江差追分の旋律がDNAと して組み込まれているのではないだろうか。

江差追分を知らない多くの人に聴いてもらいたいと思い、江差を後にした。

その私の思いがこの度実現する事となりました。新劇場 hitaruに鳴り響く

尺八 100本の連管の迫力は私達を江差の海へ誘い、米冠に輝いた歴代優勝者
の唄に魂が掃きぶられる事でしよう。特別ゲストに江差追分出身の社このみ

さんを迎え、楽しいコンサート形式でお1"り します。

札幌では 27年振りとなる江差追分111独公演.足非、江差追分を聴いてみて

ください.I可 じ感情が沸き立つ事でしよう。    (HBCプ ロデュサー)

信州小諸地方の馬子唄が越後港で船唄に変わり
北前船の船乗りが江差港に運ぶ,

繁栄する港の花街、浜小屋でうたわれ
北前船交易の上方文化と融合し
1700年代に芸文化が暮らしに根付く.

北国の厳しい自然と闘う●らしの′Lき 様を背景に

江差の風十で磨かれ唄い継かれる.

「鴎の鳴く者に I LttL声 の人生哀歓と
躍動感の曲調が民族の魂に響く― .

生きるカ ー癒しの心
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「江差追分体験教室」を同時開催 !

～江差追分を習ってみませんか?～

コンサート当日、会場内で 【昼部】終了
後に江差追分体験教室を1用催します。
講師は江差追分会の師匠が111当 します。

《参加受付》
場内の体験教室受付コーナーにて
当日11時 30分より受付いたします。
定員は20名です。(先着順)
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